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神経細胞の正常な機能発現のためには、細胞内小胞輸送を介して、神経伝達物質やその受容体が
時間空間的に適切に配置されることが必要である。近年、軸索輸送のメカニズムの研究から、この
輸送制御に関わる分子群に精神神経疾患に関与することが明らかとなっているタンパクが複数同定
されている。我々は軸索輸送制御の障害が精神疾患の病態生理の一部を説明できるのではないかと
いう仮説に基づき、特に、神経細胞の恒常性維持に大切なオートファジー（自食）という現象に着
目して、新たな精神疾患治療の可能性を探っている。ショウジョウバエやマウスのモデル動物の特
徴を生かし、薬理学、行動学を組み合わせた精神疾患研究への我々の取り組みを今回紹介させてい
ただく。
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